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リ
ラ
・
ア
カ
シ
ア
の
花
が
咲
き
、
夏
に
は
学
校
の

眼
下
に
あ
る
黄
海
が
輝
き
を
増
す
。
秋
に
は
リ
ン

ゴ
の
香
り
が
漂
い
、
冬
に
は
夜
空
に
星
が
瞬
く
。

　
現
在
、
大
連
の
人
口
は
六
〇
〇
万
人
弱
で
、
日

本
か
ら
の
進
出
企
業
は
約
四
〇
〇
〇
社
、
駐
在
す

る
日
本
人
は
六
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
。
親
日
家
の

多
い
大
連
に
は
、
日
本
料
理
店
も
多
く
、
い
た
る

と
こ
ろ
で
日
本
語
の
看
板
が
目
に
止
ま
る
。

　
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
と
お
し
、「
中
日

友
好
」
の
か
け
橋
、
さ
ら
に
は
世
界
有
数
の
国
際

都
市
と
し
て
着
実
に
歩
み
続
け
る
街
で
あ
る
。

現
地
の
教
育
環
境

　
市
内
に
は
、
小
学
校
が
七
〇
〇
校
、
中
学
校
が

二
〇
〇
校
あ
り
、
小
中
あ
る
い
は
中
高
の
一
貫
校

も
あ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
系
や
カ
ナ
ダ
系
の
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
も
あ
る
。
最
近
は
日

本
語
コ
ー
ス
を

設
置
す
る
現
地

校
が
増
え
た
り
、

市
教
育
局
や
現

地
校
か
ら
本
校

の
授
業
や
運
動

会
等
へ
の
視
察

が
あ
っ
た
り
と
、

日
本
の
教
育
へ

の
関
心
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

　
在
留
邦
人
の

中
に
は
国
際
結

婚
を
し
て
い
る
家
庭
の
子
ど
も
も
少
な
く
な
く
、

本
校
に
は
当
地
に
在
留
す
る
日
本
国
籍
の
子
ど
も

の
約
四
割
が
入
学
・
編
入
学
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
校
か
ら
現
地
校
へ
の
進
学
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

大
半
が
日
本
の
高
校
か
当
地
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
進
学
す
る
。

目
指
せ

「
世
界
一
の
日
本
人
学
校
」！！

　
海
辺
の
景
勝
地
の
高
台
に
立
つ
航
空
会
社
の
保

養
所
を
改
築
し
て
つ
く
ら
れ
た
本
校
は
、
教
室
の

窓
か
ら
青
い
海
原
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
各

教
室
で
は
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
響

き
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

国
際
都
市
大
連

　
日
清
、
日
露
戦
争
の
名
残
を
と
ど
め
な
が
ら
も

日
々
目
覚
ま
し
く
発
展
し
て
い
く
大
連
。
四
月
に

は
大
連
国
際
マ
ラ
ソ
ン
、
七
月
に
は
ビ
ー
ル
祭
り
、

九
月
に
は
大
連
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
祭
り
や
ダ
ボ

ス
会
議
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
国
際
都
市
な
ら
で
は

の
行
事
も
多
彩
だ
。
ダ
ボ
ス
会
議
の
会
場
と
な
っ

た
星
海
広
場
は
、
ア
ジ
ア
一
と
も
い
わ
れ
る
広
大

な
敷
地
の
中
に

欧
風
の
建
物
が

建
ち
並
ぶ
。
春

に
は
桃
・
桜
・

中
山
広
場

修
学
旅
行
「
北
京
天
壇
公
園
」

書き初め大会

「７月集会」（幼稚園から中学部３年生までの縦割り活動）

大連
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先
人
が
築
き
上
げ
て
き

た
素
晴
し
い
伝
統
を
守
り
、

さ
ら
に
は
日
々
邁ま

い
し
ん進
す
る

大
連
の
追
い
風
を
受
け
な

が
ら
「
力
あ
ふ
れ
る
心
豊

か
な
世
界
に
生
き
る
国
際

人
」
を
目
指
し
、『
世
界

一
の
日
本
人
学
校
』
を
合

い
こ
と
ば
に
、
今
日
も
新

た
な
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
本
校
の
特
色
は
大
き
く

三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
一
つ
目
は
幼
稚
園
・
小
学
部
・
中
学
部
の

縦
割
り
活
動
の
充
実
で
あ
る
。
秋
の
遠
足
や
七

月
・
十
二
月
の
集
会
で
は
、
五
・
六
年
生
や
中
学

部
が
企
画
・
運
営
し
、
幼
稚
園
児
に
優
し
く
声
を

か
け
る
微
笑
ま
し
い
場
面
を
見
か
け
る
。
運
動
会

で
は
、
中
学
部
の
紅
白
応
援
団
長
を
中
心
に
心
が

一
つ
に
な
る
。
各
競
技
を
と
お
し
、
児
童
生
徒
そ

し
て
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
の
人
た
ち
の
心
と

体
が
熱
く
な
る
瞬
間
が
本
校
の
自
慢
で
も
あ
る
。

　
二
つ
目
は
、
中
国
文
化
理
解
で
あ
る
。
現
地
校

と
の
交
流
は
今
年
で
十
三
周
年
を
迎
え
た
。
名
刺

交
換
、
合
唱
・
合
奏
、
和
太
鼓
等
を
と
お
し
て
交

流
活
動
が
行
わ
れ
る
。
文
化
の
違
い
、
こ
と
ば
の

壁
は
あ
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
の
表
情
に
は
笑
顔
と

満
足
感
が
漂
う
。
そ
の
ほ
か
校
外
学
習
と
し
て
、

大
連
市
内
の
大
学
生
や
留
学
生
と
中
日
友
好
を
テ

ー
マ
に
交
流
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
戦
前
に
日
本
の

教
育
を
受
け
た
中
日
友
好
学
友
会
の
か
た
が
た
に
、

先
人
か
ら
引
き
継
が
れ
た
日
清
・
日
露
戦
争
の
体

験
談
を
聞
く
機
会
も
あ
る
。
さ
ら
に
テ
レ
ビ
局
見

学
や
ホ
テ
ル
で
の
職
場
体
験
、
路
面
電
車
や
公
共

バ
ス
に
乗
っ
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
も
行
う
。

こ
の
よ
う
な
現
地
の
人
た
ち
と
の
交
流
は
、
生
き

た
体
験
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
に
深
く
刻
ま
れ

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
は
未
来
に
続
く
日
中
友
好

の
か
け
橋
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
三
つ
目
は
、
学
習
指
導
・
進
路
指
導
の
充
実
で

あ
る
。
本
校
で
は
標
準
授
業
時
数
以
上
の
年
間
二

〇
四
日
の
授
業
日
（
土
曜
日
の
有
効
活
用
や
夏
季

休
業
の
縮
小
に
よ
る
）
を
確
保
し
、
確
か
な
学
力

の
育
成
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
も
本
校

児
童
生
徒
向
け
に
英
検
、
漢
検
、
外
部
テ
ス
ト
等

を
実
施
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
と
保
護
者
の
願
い

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
が
ら
教
育
実
践
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

（
二
〇
一
一
年
九
月
現
在
）

現
地
校
と
の
交
流
（
中
学
部
）

現
地
校
と
の
交
流
（
小
学
部
）

秋
の
縦
割
り
遠
足
で
大
連

森
林
動
物
園
へ（
小
学
部
）

芸
術
鑑
賞
会
「
京
劇
」

盆踊り大会で「マドリッド音頭」

書き初め大会運動会「組み体操」
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